
学校名 表彰対象者・団体 功績

須長　皐生 Junior Flag Football International Cup 2023　17U Girls 第２位

横浜栄高等学校 木村　佳央 Junior Flag Football International Cup 2023　17U Boys 第２位

山手学院 岩淵　千紘 第４７回全国高等学校総合文化祭（２０２３かごしま総文）
　文芸部門・詩部門に神奈川県代表として参加

山手学院 髙橋　尚希 全国高等学校弓道選抜大会県予選　男子個人の部：個人優勝
第４１回全国高等学校弓道選抜大会　男子個人の部：出場

山手学院 服部　春花 令和５年度　全国高等学校総合体育大会ヨット競技大会
第64回全国高等学校ヨット選手権大会　女子レーザーラジアル級　優勝

金井高等学校 鈴木　沙代加 第７０回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト　朗読部門

柏陽高校 柏陽高等学校
新聞委員会

第４７回　全国高等学校総合文化祭　２０２３かごしま総文　新聞部門

柏陽高校 柏陽高等学校
囲碁将棋部

第４７回　文部科学大臣杯　全国高校囲碁選手権大会　全国大会

柏陽高校 柏陽高等学校
軽音楽部

２０２２年（第２回）全国高校　軽音楽部大会
ｗｅ　ａｒｅ　ＳＮＥＡＫＥＲ　ＡＧＥＳ

　囲碁将棋部は部ができてから毎年全国大会に出場しており、今年も全国大会に出場することが
できて良かったです。部活動は週２日でにぎやかに活動しています。

 「苦しんでいる人をも笑顔にする音楽」を目標に練習しました。フレーズごとに雰囲気を変えたり、歌詞の意味を深くまで考えて声や強弱で
表現したりと、より聞いている人の心に届く音楽を模索し、完成度を高めました。
発表曲　「世界はあなたに笑いかけている」（大会Web　https://www.sneakerages.jp/history/final/2022/）

 私は、運動することが大好きで、小学２年生からフラッグフットボールを始めました。
小学校時代に指導していただいたコーチのおかげで、ここまで成長できたと思います。
 また、リトルセインヅというチームで頑張ったので、今の私があります。

　私は、小学２年生のころからフラッグフットボールというスポーツをやっています。
高校生になり、普段はアメリカンフットボールをやっています。フラッグフットボールの１７Ｕ日本代表のトライアウトがあると聞き、去年
から２年連続で１７Ｕ日本代表に選ばれました。しかし、去年も今年も決勝まで進みましたが、どちらもアメリカに負けて準優勝という結果
に終わりました。
フラッグフットボールは、まだまだマイナーなスポーツですが、2028年のロサンゼルスオリンピックの種目になる可能性があるスポーツで
す。年齢的にＵ１７日本代表にはなれませんが、今後はフル代表を目指して努力します。

　中学までは水泳・新体操・バスケット・陸上、とスポーツに励んでいましたが、膝のケガにより継続を断念せざるをえなくなり、高校入学
後は新たな分野に挑戦してみようと考え、文化部に入りました。幼い頃から絵本が大好きで。作品を作るときはどんなに複雑で深い事柄で
あってもやさしいことばと心地よいリズムでまとめることを心がけています。また、昨年度の校内マラソン大会では膝の痛みもありながら学
年で１位になりました。「気になることは気が向いたときに気が済むまで取り組む」をモットーに、ジャンルに縛られることなく、アンテナ
を広く張って、一瞬一瞬を大切に生きています。
　本校の文藝創作部は、週３回活動しています。中高生合同で小説・詩・短歌・俳句の創作や鑑賞に取り組み、年２回部誌
「言の葉」を発行しています。
　秋の山手祭、春のオープンキャンパス等では、ご来校くださった皆様にも無料配布しておりますので、是非お手にとってみてください｡

　高校1年生の時に弓道を始めました。週に３回程度の稽古があり、稽古時間は２～４時間です。学校内に自前の弓道場がないので、稽古時間
が短く大変でしたが、1回の稽古を部員や先生からのアドバイスを頂いたり、頭を使って改善を心がけたりして大事にしてきました。また道場
だけではなく、家でもゴム弓や徒手稽古を鏡の前で行って、射型を改善していきました。全国大会に行くことができたのは、自分の力だけで
はなく周りの力があったからだと思うので、顧問の先生や部員には本当に感謝しています。

 小学校２年生でヨットを始めました。普段は学校が休みの日に練習をしていて、毎日練習ができるわけではないので、
日常的にトレーニングをしなければいけないのが大変だなと思います。
　昨年インターハイに出れなかった悔しい気持ちをバネにたくさん練習をしたので、
最後の最後まで諦めずにレースをすることができました。
支えてくれた家族や友達、学校の先生に感謝して、これからも頑張っていきたいです｡

　鈴木は1年の頃から毎回欠かさず大会に参加し、それまで「奨励賞」止まりでしたが滅気ずにコツコツと練習を重ねてきました。 そして今
回ついに全国大会へと進出しました。 まさしく「積み上げてきたことが、武器になる。」を体現してくれたと思います。
　また、放送部では部長も務め放送部をまとめ上げ、今回の大会進出が後輩たちに良い刺激となり、
 放送部自体を盛り上げてくれました。 学校では当校の学校見学会や説明会などでも率先し参加したり、
他の文化部とも兼部して大活躍している生徒でもあります。
 今後のマルチな活躍を益々期待したい、そんな生徒だと思います。

　新聞を年間７回の発行を行っています。各クラスから２名ずつ、３学年で合計４８名で活動し、
３班に分かれた中で記者や編集等それぞれの役割を分担しています。
学校行事を中心に新聞委員が興味をもったり、知って欲しいことなど身近な話題や
ニュース・スポーツの話題も取り入れて作成しています。
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